
(57)【要約】

【課題】　ピストン後退時に発生する衝突音を低減させ

る。

【解決手段】　ハウジング２のピストン穴２ａにスライ

ド自在に支持されたピストン３と、ピストン３を突出方

向に付勢するピストンスプリング４と、ピストン３のラ

ック歯３ａに係合する拡径可能なリング状本体部５０お

よびその端部から延設された操作部５１を有するサーク

リップ部材５とを設ける。サークリップ部材５の操作部

５１は、ハウジング２の切欠き２ｂ内に延設されており

、ハウジング２の切欠き２ｂには、ピストン３の縮退時

にサークリップ部材５の操作部５１が係止し得るストッ

パ部２１が設けられている。ピストン３のラック歯３ａ

は、ピストン３の突出方向の移動を許容するとともに、

サークリップ部材５の操作部５１がストッパ部２１に係

止したときに、ピストン３の後退方向の移動を規制する

ような形状を有している。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 チ ェ ー ン に 押 付 力 を 作 用 さ せ る た め の テ ン シ ョ ナ で あ っ て 、
　 軸 方 向 に 延 び か つ 一 端 が 開 口 す る ピ ス ト ン 穴 と 、 前 記 ピ ス ト ン 穴 の 開 口 端 に お い て 前 記
ピ ス ト ン 穴 に 連 通 す る 切 欠 き と を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 外 周 に ラ ッ ク 歯 を 有 し 、 前 記 ピ ス ト ン 穴 に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ た ピ ス ト ン と 、
　 前 記 ピ ス ト ン 穴 に 配 設 さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン を 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る 方 向 に 付 勢 す
る ピ ス ト ン ス プ リ ン グ と 、
　 前 記 ピ ス ト ン の 前 記 ラ ッ ク 歯 に 係 合 す る 拡 径 可 能 な リ ン グ 状 本 体 部 と 、 前 記 リ ン グ 状 本
体 部 の 端 部 か ら 延 設 さ れ 、 操 作 者 が 前 記 リ ン グ 状 本 体 部 を 拡 径 し 得 る 操 作 部 と を 有 す る サ
ー ク リ ッ プ 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 前 記 操 作 部 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 切 欠 き 内 に 延 設 さ れ て お り
、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 切 欠 き に は 、 前 記 ピ ス ト ン の 縮 退 時 に 前 記 サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 前
記 操 作 部 が 係 止 し 得 る ス ト ッ パ 部 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 ラ ッ ク 歯 は 、 前 記 ピ ス ト ン の 突 出 方 向 の 移 動 を 許 容 す る と と も に 、 前 記 サ ー ク リ ッ
プ 部 材 の 前 記 操 作 部 が 前 記 ス ト ッ パ 部 に 係 止 し た と き に 、 前 記 ピ ス ト ン の 後 退 方 向 の 移 動
を 規 制 す る よ う な 形 状 を 有 し て い る 、
こ と を 特 徴 と す る テ ン シ ョ ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 ス ト ッ パ 部 が 弾 性 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る テ ン シ ョ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 操 作 部 が 前 記 リ ン グ 状 本 体 部 の 外 側 に 張 り 出 す 左 右 一 対 の 部 材 か ら 構 成 さ れ て お り
、 前 記 ス ト ッ パ 部 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 切 欠 き に ２ 個 所 設 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る テ ン シ ョ ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 切 欠 き と 前 記 サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 前 記 操 作 部 と の 間 に は 、 前 記 サ
ー ク リ ッ プ 部 材 の 軸 方 向 移 動 を 許 容 す る ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る テ ン シ ョ ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 テ ン シ ョ ナ が 機 械 式 テ ン シ ョ ナ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る テ ン シ ョ ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ピ ス ト ン 外 周 の ラ ッ ク 歯 に 係 合 す る サ ー ク リ ッ プ 部 材 を 備 え た ラ チ ェ ッ ト 機
構 付 テ ン シ ョ ナ に お い て 、 チ ェ ー ン か ら ピ ス ト ン に 押 付 力 が 作 用 し て ピ ス ト ン が 後 退 し た
際 に 発 生 す る 衝 突 音 を 低 減 さ せ る た め の 構 造 の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 内 燃 機 関 の 動 弁 装 置 の 駆 動 に 用 い ら れ る タ イ ミ ン グ チ ェ ー ン や カ ム シ ャ フ ト 間
を 駆 動 連 結 す る カ ム シ ャ フ ト チ ェ ー ン 、 さ ら に は バ ラ ン サ チ ェ ー ン に お い て 、 運 転 中 に 生
じ る チ ェ ー ン の 弛 み を 除 去 し て チ ェ ー ン に 張 力 を 発 生 さ せ る た め に 、 チ ェ ー ン の 弛 み 側 ス
パ ン に テ ン シ ョ ナ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 運 転 中 に は 、 テ ン シ ョ ナ の ピ ス ト ン か ら の 押 付 力 が チ ェ ー ン に 作 用 す る こ と に よ り 、 チ
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ェ ー ン の 張 力 が 維 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ の 一 方 、 運 転 中 に お い て 、 チ ェ ー ン ス パ
ン の 共 振 等 に よ っ て チ ェ ー ン 張 力 が 増 大 し た と き に は 、 チ ェ ー ン か ら 過 大 な 衝 撃 荷 重 が テ
ン シ ョ ナ の ピ ス ト ン に 作 用 し て 、 ピ ス ト ン が ハ ウ ジ ン グ 内 に 押 し 込 ま れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な ピ ス ト ン の 縮 退 を 防 止 す る た め に 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ５ ３ ７ ５ ８ 号
公 報 に 示 す よ う な ラ チ ェ ッ ト 機 構 を 備 え た テ ン シ ョ ナ 装 置 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の ラ チ ェ ッ ト 機 構 は 、 ピ ス ト ン 外 周 に 形 成 さ れ た ラ ッ ク 歯 と 、 ピ ス ト ン 穴 と 直 交 す る
方 向 に 形 成 さ れ た ポ ー ル 穴 に 収 容 さ れ 、 ピ ス ト ン の ラ ッ ク 歯 と 係 合 し 得 る 歯 部 を 有 す る ポ
ー ル 部 材 と 、 ポ ー ル 部 材 を ラ ッ ク 歯 と 係 合 す る 側 に 付 勢 す る ポ ー ル コ イ ル ス プ リ ン グ と か
ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 運 転 中 に 、 ピ ス ト ン が 突 出 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 ピ ス ト ン の ラ ッ ク 歯 が ポ ー ル 部 材 の
歯 部 を 乗 り 越 え て 移 動 す る こ と に よ り 、 ピ ス ト ン の 突 出 方 向 の 移 動 は 許 容 さ れ る が 、 ピ ス
ト ン が 後 退 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 ピ ス ト ン の ラ ッ ク 歯 が ポ ー ル 部 材 の 歯 部 と 係 合 し た 状
態 で ポ ー ル 部 材 が ポ ー ル 穴 の 端 面 に 当 接 す る こ と に よ り 、 ピ ス ト ン の 後 退 方 向 の 移 動 が 規
制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の ラ チ ェ ッ ト 機 構 で は 、 ピ ス ト ン が 後 退 し た 際 に 、 ピ ス ト ン と
と も に 移 動 す る ポ ー ル 部 材 が ポ ー ル 穴 の 端 面 に 衝 突 し て 衝 突 音 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ５ ３ ７ ５ ８ 号 公 報 （ 図 ２ 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 ラ チ ェ ッ ト 機 構 を 備 え た テ ン シ ョ ナ に お い て 、 ピ ス ト ン 後 退 時 に 発 生 す る 衝
突 音 を 低 減 さ せ よ う と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る テ ン シ ョ ナ は 、 軸 方 向 に 延 び る ピ ス ト ン 穴 お よ び そ の 開 口 端 に 形
成 さ れ た 切 欠 き を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 外 周 に ラ ッ ク 歯 を 有 し 、 ピ ス ト ン 穴 に ス ラ イ ド 自
在 に 支 持 さ れ た ピ ス ト ン と 、 ピ ス ト ン 穴 に 配 設 さ れ 、 ピ ス ト ン を ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る
方 向 に 付 勢 す る ピ ス ト ン ス プ リ ン グ と 、 ピ ス ト ン の ラ ッ ク 歯 に 係 合 す る 拡 径 可 能 な リ ン グ
状 本 体 部 お よ び そ の 操 作 部 を 有 す る サ ー ク リ ッ プ 部 材 と を 備 え て い る 。 サ ー ク リ ッ プ 部 材
の 操 作 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 切 欠 き 内 に 延 設 さ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ の 切 欠 き に は 、 ピ ス ト
ン の 縮 退 時 に サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 操 作 部 が 係 止 し 得 る ス ト ッ パ 部 が 設 け ら れ て い る 。 ラ ッ
ク 歯 は 、 ピ ス ト ン の 突 出 方 向 の 移 動 を 許 容 す る と と も に 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 操 作 部 が ス
ト ッ パ 部 に 係 止 す る こ と に よ り ピ ス ト ン の 後 退 方 向 の 移 動 を 規 制 す る よ う な 形 状 に 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 運 転 中 に お い て 、 ピ ス ト ン が 突 出 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 ピ
ス ト ン の ラ ッ ク 歯 に 係 合 す る サ ー ク リ ッ プ 部 材 が ピ ス ト ン と と も に 移 動 し 、 あ る い は 、 ピ
ス ト ン の ラ ッ ク 歯 が サ ー ク リ ッ プ 部 材 の リ ン グ 状 本 体 部 を 乗 り 越 え て 移 動 す る こ と に よ り
、 ピ ス ト ン の 突 出 方 向 の 移 動 が 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ の 一 方 、 ピ ス ト ン が 後 退 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 ピ ス ト ン の ラ ッ ク 歯 に 係 合 す る サ ー
ク リ ッ プ 部 材 が ピ ス ト ン と と も に 移 動 し て 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 操 作 部 が ハ ウ ジ ン グ の 切
欠 き の ス ト ッ パ 部 に 係 止 す る 。 こ れ に よ り 、 ピ ス ト ン の 後 退 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ る 。 ま
た 、 こ の と き 、 操 作 部 が サ ー ク リ ッ プ 部 材 の リ ン グ 状 本 体 部 の 端 部 か ら 延 設 さ れ た 部 材 で
あ る た め 、 ピ ス ト ン の 急 激 な 縮 退 に よ り 操 作 部 が ス ト ッ パ 部 に 衝 突 し た 際 に は 、 操 作 部 が
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軸 方 向 に 弾 性 変 形 す る 。 こ れ に よ り 、 ピ ス ト ン 後 退 時 の 衝 撃 を 緩 和 で き 、 衝 突 音 を 低 減 で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に お い て は 、 ス ト ッ パ 部 が 弾 性 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 に は
、 ピ ス ト ン 後 退 時 の 衝 撃 を さ ら に 緩 和 で き 、 衝 突 音 を さ ら に 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に お い て は 、 操 作 部 が リ ン グ 状 本 体 部 の 外 側 に 張 り 出 す 左 右 一 対 の 部 材
か ら 構 成 さ れ て お り 、 ス ト ッ パ 部 が ハ ウ ジ ン グ の 切 欠 き に ２ 個 所 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に お い て は 、 ハ ウ ジ ン グ の 切 欠 き と サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 操 作 部 と の 間 に
、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 軸 方 向 移 動 を 許 容 す る ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 場 合 、 運 転 中 に お い て 、 ピ ス ト ン が 後 退 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 ピ ス ト ン の ラ ッ ク
歯 と 係 合 す る サ ー ク リ ッ プ 部 材 が 切 欠 き 内 を ク リ ア ラ ン ス 分 だ け 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、
チ ェ ー ン 張 力 の 増 大 に よ っ て チ ェ ー ン か ら ピ ス ト ン に 過 大 な 衝 撃 荷 重 が 作 用 し た 場 合 に お
い て 、 ピ ス ト ン の ラ ッ ク 歯 と サ ー ク リ ッ プ 部 材 の リ ン グ 状 本 体 部 と の 係 合 部 分 に そ の ま ま
過 大 な 衝 撃 荷 重 が 作 用 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 テ ン シ ョ ナ が 機 械 式 テ ン シ ョ ナ で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 テ ン シ ョ
ナ 全 体 の 構 造 を 複 雑 に す る 油 圧 回 路 を 別 途 設 け る 必 要 が な い の で 、 構 造 を 簡 略 化 で き 、 コ
ス ト を 低 減 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ピ ス ト ン が 後 退 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 ピ ス ト ン の ラ ッ ク 歯 に 係 合 す
る サ ー ク リ ッ プ 部 材 が ピ ス ト ン と と も に 移 動 し て 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 操 作 部 が ハ ウ ジ ン
グ の 切 欠 き の ス ト ッ パ 部 に 当 接 し 、 こ の と き 、 操 作 部 が 軸 方 向 に 弾 性 変 形 す る 。 こ れ に よ
り 、 ピ ス ト ン 後 退 時 の 衝 撃 を 緩 和 で き 、 衝 突 音 を 低 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
  以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ な い し 図 ４ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る テ ン シ ョ ナ を 説 明 す る た め の 図 で あ っ て 、 図
１ は テ ン シ ョ ナ の 正 面 図 、 図 ２ は テ ン シ ョ ナ の 縦 断 面 図 、 図 ３ は サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 拡 大
図 、 図 ４ は 、 テ ン シ ョ ナ の 縦 断 面 図 で あ っ て 、 ピ ス ト ン が 後 退 し た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 テ ン シ ョ ナ １ は 、 軸 方 向 に 延 び か つ 一 端 が 開 口 す る ピ ス
ト ン 穴 ２ ａ お よ び そ の 開 口 端 に 形 成 さ れ か つ ピ ス ト ン 穴 ２ ａ に 連 通 す る 切 欠 き ２ ｂ を 有 す
る ハ ウ ジ ン グ ２ と 、 ハ ウ ジ ン グ ２ の ピ ス ト ン 穴 ２ ａ に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 さ れ た 中 空 の ピ
ス ト ン ３ と 、 ピ ス ト ン 穴 ２ ａ に 配 設 さ れ 、 ピ ス ト ン ３ を ハ ウ ジ ン グ ２ か ら 突 出 す る 方 向 に
付 勢 す る ピ ス ト ン ス プ リ ン グ ４ と 、 ピ ス ト ン ３ の 外 周 に 形 成 さ れ た ラ ッ ク 歯 ３ ａ に 係 合 す
る サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ は 、 ピ ス ト ン ３ の ラ ッ ク 歯 ３ ａ に 係 合 し 得 る 拡 径 可 能 な リ ン グ 状 本
体 部 ５ ０ と （ 図 ３ 参 照 ） 、 リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ の 端 部 か ら 延 設 さ れ て リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０
の 外 側 に 張 り 出 し て 設 け ら れ 、 操 作 者 が リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ を 拡 径 し 得 る 左 右 一 対 の 操 作
部 ５ １ と を 有 し て い る 。 操 作 部 ５ １ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ の 切 欠 き ２ ｂ 内 に 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ２ の 切 欠 き ２ ｂ に は 、 ピ ス ト ン ３ の 縮 退 時 に サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の 操 作 部 ５
１ が 係 止 し 得 る ス ト ッ パ 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 ス ト ッ パ 部 ２ １ は 、 好 ま し く は 、 弾 性
ブ ロ ッ ク か ら 構 成 さ れ る が 、 ハ ウ ジ ン グ ２ と 一 体 成 形 さ れ た 突 出 部 で あ っ て も よ い 。 こ の
実 施 例 で は 、 ス ト ッ パ 部 ２ １ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ の 切 欠 き ２ ｂ 内 に お い て 、 各 操 作 部 ５ １ に
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対 応 す る ２ 個 所 の 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ピ ス ト ン 穴 ２ ａ の 内 周 面 に は 、 周 方 向 に 延 び る 凹 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ２ ０ に
は 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ が 係 止 し 得 る 上 側 係 止 面 ２ ０ ａ お よ び 下 側
係 止 面 ２ ０ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ピ ス ト ン ３ の ラ ッ ク 歯 ３ ａ は 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ が 凹 部 ２ ０ の
上 側 係 止 面 ２ ０ ａ に 係 止 し た と き に ピ ス ト ン ３ の 突 出 方 向 の 移 動 を 許 容 す る と と も に 、 サ
ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の 操 作 部 ５ １ が 切 欠 き ２ ｂ の ス ト ッ パ 部 ２ １ に 係 止 し た と き に 、 ピ ス ト
ン ３ の 後 退 方 向 の 移 動 を 規 制 す る よ う な 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ２ の 切 欠 き ２ ｂ 内 の ス ト ッ パ 部 ２ １ と ハ ウ ジ ン グ ２ の 凹 部 ２ ０ の 上 側 係 止 面
２ ０ ａ と の 間 に は 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の 軸 方 向 移 動 を 許 容 す る ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ピ ス ト ン ３ の 先 端 部 ３ ０ に は 、 図 示 し な い チ ェ ー ン に 当 接 す る テ ン シ ョ ナ ア ー ム ４ が 取
り 付 け ら れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ の 下 部 に は 、 テ ン シ ョ ナ １ を た と え ば エ ン ジ ン 内 に 取 り
付 け る た め の 取 付 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 さ れ る テ ン シ ョ ナ １ の 運 転 中 に お い て 、 ピ ス ト ン ３ が 突 出 方 向 に 移 動
す る 際 に は 、 ピ ス ト ン ３ の ラ ッ ク 歯 ３ ａ に 係 合 す る サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ が ピ ス ト ン ３ と と
も に 移 動 し て 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ が ハ ウ ジ ン グ ２ の 凹 部 ２ ０ の 上
側 係 止 面 ２ ０ ａ に 係 止 す る 。 こ の 状 態 か ら 、 ピ ス ト ン ３ の ラ ッ ク 歯 ３ ａ が サ ー ク リ ッ プ 部
材 ５ の リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ を 乗 り 越 え て 移 動 す る こ と に よ り 、 ピ ス ト ン ３ の 突 出 方 向 の 移
動 が 許 容 さ れ る 。 運 転 中 に は 、 ピ ス ト ン ３ の 先 端 部 ３ ０ か ら テ ン シ ョ ナ ア ー ム ４ を 介 し て
チ ェ ー ン に 押 付 力 が 作 用 し て 、 チ ェ ー ン の 張 力 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 ピ ス ト ン ３ が 後 退 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 ピ ス ト ン ３ の ラ ッ ク 歯 ３ ａ に 係 合 す る
サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ が ピ ス ト ン ３ と と も に 移 動 し て 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の 操 作 部 ５ １ が
ハ ウ ジ ン グ ２ の 切 欠 き ２ ｂ 内 の ス ト ッ パ 部 ２ １ に 当 接 す る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 ピ
ス ト ン ３ の 後 退 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の と き 、 操 作 部 ５ １ が サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ の 端 部 か ら 延 設 さ れ
た 部 材 で あ る た め 、 ピ ス ト ン ３ の 急 激 な 縮 退 に よ り 操 作 部 ５ １ が ス ト ッ パ 部 ２ １ に 衝 突 し
た 際 に は 、 操 作 部 ５ １ が 軸 方 向 に 弾 性 変 形 す る 。 こ れ に よ り 、 ピ ス ト ン 後 退 時 の 衝 撃 を 緩
和 で き 、 衝 突 音 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の 操 作 部 ５ １ が ス ト ッ パ 部 ２ １ に 当 接 し た 後 、 操 作 部 ５ １ が
弾 性 変 形 す る こ と に よ っ て 、 リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ が ハ ウ ジ ン グ ２ の 凹 部 ２ ０ 内 の 下 側 係 止
面 ２ ０ ｂ に 当 接 す る 。 こ れ に よ り 、 リ ン グ 状 本 体 部 ５ ０ が ピ ス ト ン ３ の ラ ッ ク 歯 ３ ａ お よ
び 下 側 係 止 面 ２ ０ ｂ 間 で 挟 持 さ れ る こ と に な る の で 、 ピ ス ト ン ３ の 後 退 方 向 の 移 動 を よ り
確 実 に 規 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 ス ト ッ パ 部 ２ １ が 弾 性 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 ピ ス ト ン
後 退 時 の 衝 撃 を さ ら に 緩 和 で き 、 衝 突 音 を さ ら に 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 こ の 場 合 に は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ の 凹 部 ２ ０ の 上 側 係 止 面 ２ ０ ａ と ス ト ッ パ 部 ２ １ と
の 間 に 、 サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の 軸 方 向 移 動 を 許 容 す る ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ て い る の で
、 ピ ス ト ン ３ が 後 退 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 ピ ス ト ン ３ の ラ ッ ク 歯 ３ ａ と 係 合 す る サ ー ク
リ ッ プ 部 材 ５ が 当 該 ク リ ア ラ ン ス 分 （ ま た は そ の 一 部 の ク リ ア ラ ン ス 分 ） だ け 移 動 し 得 る
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。 こ れ に よ り 、 チ ェ ー ン 張 力 の 増 大 に よ っ て チ ェ ー ン か ら ピ ス ト ン ３ に 過 大 な 衝 撃 荷 重 が
作 用 し た 場 合 で も 、 ピ ス ト ン ３ の ラ ッ ク 歯 ３ ａ と サ ー ク リ ッ プ 部 材 ５ の リ ン グ 状 本 体 部 ５
０ と の 係 合 部 分 に そ の ま ま 過 大 な 衝 撃 荷 重 が 作 用 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 例 で は 、 テ ン シ ョ ナ と し て 機 械 式 テ ン シ ョ ナ を 例 に と っ て 説 明 し て い る
。 こ の 機 械 式 テ ン シ ョ ナ の 採 用 に よ り 、 複 雑 な 油 圧 回 路 が 不 要 と な っ て 、 構 造 を 簡 略 化 で
き 、 コ ス ト を 低 減 で き る が 、 本 発 明 は 、 油 圧 テ ン シ ョ ナ に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る テ ン シ ョ ナ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 テ ン シ ョ ナ （ 図 １ ） の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 サ ー ク リ ッ プ 部 材 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 テ ン シ ョ ナ の 縦 断 面 図 で あ っ て 、 ピ ス ト ン が 後 退 し た 状 態 を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ： 　 テ ン シ ョ ナ
 
　 ２ ： 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ２ ａ ： 　 ピ ス ト ン 穴
　 ２ ｂ ： 　 切 欠 き
　 ２ １ ： 　 ス ト ッ パ 部
　
　 ３ ： 　 ピ ス ト ン
　 ３ ａ ： 　 ラ ッ ク 歯
 
　 ４ ： 　 ピ ス ト ン ス プ リ ン グ
 
　 ５ ： 　 サ ー ク リ ッ プ 部 材
　 ５ ０ ： 　 リ ン グ 状 本 体 部
　 ５ １ ： 　 操 作 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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